條 | 
HH 
中 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
か 、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
合 に お 使い 頂く 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 


定格 DJ-P90/P93 


, 送受 信 周波 数 | D-P90 | 422.5000<-422.1750MHz (送受 信 ) 
j (12.5kHz ス テッ プ } 
421.5750-421.2875MHz (受信 ) 
422.0500-422.1250MHz (送受 人 ) 


| DJP93 ! 単 人 方 式 
, 半 複 信 方 式 


人 0JRS0 5 ー ピノ す ルル Mz り | 


| DJP93 


特定 小 電 力 型 ハン ディ トラ ン シ ー バ ー 
定格 電圧 [DC45V 


全 多 どこ が ら で も 吐 持 で . サー ビス 宮口 に つなが りさ す 。 更 維 角 間 プ 1 ロ 0OGー17:Q ロ 月 叫 一 秋吉 ( 妊 訪日 は 骨 き ます) 


440.0250440.2375MHz( 送 信 ) | | 外部 避 圧 遇 子 | (EIAJ 規格 ) 定格 5.5V (mex6.0V) ! ( 各 政 作 技 術 革 準 適合 品 
「 (12.5kHz ス テッ プ ) 重 作 温度 各 鐘 | -10Cー+50C 
| 電流 形式 IF3E(FM) . 中 間 周 波数 | st F217MHz 。 PO0/P93 業務 チャ ン ネ ル 
送信 出力 1 10mW 2nd IF 450kHz 対応 
受 信 方 式 | ダ プル スー パー へ ヘテロダイン _ | けけ 法 | 55(W) x100(H) x 28(D)mm _ 
受信 感度 | 6dBuXF(12dB SINAD) ( 天 起 物 除く ) 取扱 説明 書 
理 声 出力 20mWM 上 、 重 曇 「185g ( 閉 電池 含む ) ーー 
「 帝 電流 送信 時 _ 約 60mA 
受信 定格 出力 時 (50mW) 約 90mA 
「 受 信 待 ち 受け 時 約 5O0A 
| ツテ リー セー ブ 動作 (平均 ) 約 20mWA アル イン コ の トラ ン シ ー パ ー を お 買い 上 
げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ いま す 。 
本 科 の 材 能 を 充分 に 発 押さ せ 交 果 的 に 
| ご 弾 用 いた だ く た め この 取扱 説明 和書 を ご 
この 名 は 大 如 に 修 し て よさ し 
この 部 こ ト Pi1 
0 3278.S8EE ご 生 用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 、 
ド ミ 提 犬 耳 主因 区 紀 見 丁 1 寺 1 天 ツ イン 2: MID タ ワー85 生 な 08.8948.31aC お 役に立ち ます 。 
肖 サコ 
お 質 い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 設計 0120-464-007 ! 5 アイ つ コ 株 区 会 社 


ロロ ム っ アフ 


特長 


の 


ビジ ネス 吊 ベ アツ チャンネル 18 チ ャ ン ネ ル 
を 加え 、 台 計 29 チ ャ ン ネ ル の 交信 チャ ン 
ネル を 生 備 し て いま す 。 


グル ー プ トー ク 、 ス クラ ンプ ルト ー ツ 機 
能 で 混信 の な い 帳 適 な 交信 を お 約束 し ま 
すず 。 


チ ヤ ン ネ ル 番 号 、 シ プ ブナ ル メ ー タ ー、 電 
池 残 量 な ど 見 や すい 騙 明 付 大 型 ア デイ スプ 
レイ で 表示 / 


ラス 最 高 レ ベル の 交信 底 と 、 単 三 ア 
ルカ リ 電 池 で 約 58 時 間 使 用 で きる 省 電力 
設計 で す 。 


日 常 生 活 防水 仕様 で 、 携 帯 に 硬 利 な 玉 コ 
ン パ クト ポ ボディ で す 。 


On 65 NO 一 
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ディ スプ レイ ーー ドド に に トド トー 20 
操作 キー の 働き …………・… 21 


の 表示 の 機能 は P90 で は 動作 いた し ませ ん 。 


| 交信 し て みる … | 


| いろ いろ な 機能 


特定 小吉 力 の 交信 制限 に つい て 


ee 22 
3 つの 交信 方 法 ……・・……… 24 
基本 の 交信 の し か た ……… 26 
ウル ニョ プ ド トー の の じ しかた 2 30 


スタ ラップ ブル トー クタ の し か た ・32 


空き チャ ン ネ ル を 選択 する ‥…・ 34 
(フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ ) 


ペア チャ ン ネ ル で 交信 する ・…… 38 


1.PTT ホ ー ル ド 機 能 …‥…・…… 
2. 通 話 圏 内 表示 機能 ・‥………… 
gb 機能 nsortaeedds 
4. ビ ー ブ 音 の ON/O0FF…………… 
5. ビ ピー ブ 音 量 の 切り 換え ……… 


. リ セッ ト PPP た さす た まま すま まる まま 
付録 」 各 ch の 送受 信 周 波数 … 
オプ ショ ン 由衣 OR 


定 梅 … い ドー ドド ドド ドド ドド に ドド ドゥ 


放 
人 
用 
前 
の 
ご 
注 
た コ 


簿 章 角 南 (、 


端 骨 員 や 


高温 、 多 混 、 直射 日 光 の 当 だ る と ころ 、 
ほこ り の の 多い 場所 は 避け て お 使い 下さ 
いっ 


外部 電源 は 秘 ず 専 記 の シガーDC/DC 
コン バー タ EDH-9(P55) を お 使い 
下さ きい > 


ご ど び で 届 中 


過 英 所 毅 表 南 


改造 、 変 更 は 禁止 され て いま す 。 分 角 
し たり 内 部 を 開け る こと は 紅 対 に し な 
いで 下さ い 。 

ーー 


本 機 は 千 政 省 技術 時 準 合 品 で す が 、 錠 用 
場所 に より まし て は 思わ 和 ぬ 電波 障害 を 引き : 
起こ すこ と が あり ます 。 次 の よう な 場所 で 
は 便 用 し な いで 下さ い 。 

航空 考 内 、 空港 敷地 内 、 新 呼 線 恵 両 内 な ど 。 


護 過 面 汰 


本 
通 語 の で きる 距離 は 周囲 の 状況 選 よ つて 
大 きぐ 異 り ます 。 


大 体 の めやす 

油 上 3kKm 

ゲレンデ 2Km( 見 通し の よい 所 ) 
郊外 1 一 2Km 

市 街 地 100-200m 

本 機 に 採用 され て いる 電波 は 直進 性 が 高 
い だ め 、 ピ ビル や 橋脚 、 又 は 山 等 の 障害 物 が 
ある と 、 交 信 で きる 距 敢 が 短く な り ま す 。 


本 磯 は 日 常 生 活 号 水 仕 挟 に な つて お あり ます 
の で 、 少 々 の 雨 や 水 し ぶ ぶ 大 、 寺 の 中 で や 正 
常に 機能 し ます が 、 防 水 設計 で は あの ませ 
ん の で 上 の よう な ご 人 硬 選 は お 衛 け 下 き い 。 
な お 、 水 、 吉 等 が 付い だ 時 は 手 時 ご ぐ 必 震 到 
つて 下 き い 。 


チ 

キッ 

も | 

ピコ 

2 本 獲 で は ベジ チャ ン ネ ル (12 一 29Ch) は 「 宇 

本 機 が 交信 で きる の は 、 貞 社 P9X ど う 全 光 万 式 」 で 許可 まれ て いま す 。 
し か 、 他 の 特定 小 電力 トラ ン シ ー バ ー で 用 | ギ 根 信 方 式 」 の 使用 は 、 複 信 方 式 の 舞 痕 
も 周波 数 構成 が 同じ も の だ け で す 。 [ご | 設 稀 を 通信 の 相手 ( 親 ) こ する 通信 の 場合 の 
ALINCO_P8X と は 周波 数 が 異 る た め 、 つ | 「」 と し て 策 用 する 場合 に 限り ます 。 
交信 で きま せん 。 53 ペ ー ジ を 参考 に 、 し \ い | ベア チャ ン ネ ル の 周波 数 は P53 こ 記載 し て 
交信 で きる 相手 を お 確か め 下 さい 。 で | いま す 。 

L 


ま 記 、 日 本 国内 で の み 使 用 し て 下さ い 。 | 


付 開 梱 し ま し た ら 付 属 品 の 確認 を し て 下さ い 。 アン テ ナ の 立て 方 | 

属 」 ・ べ ルト 2 フリップ * ハ ンド スト ラッ プ 5 

品 | "『 閲 書 SE アン テ ナ は 回 転 式 に な っ て いま す 。 

と ご 使用 の 際 に は 、 必 ず アン テ ナ を 立て て 下さ い 。 

プ ” | | ベル ト フ リッ プ の つけ 万 ハン ドス トラ ッ プ の つけ 

ご ベル ト フ リッ プ 取 付 容 に ネジ を 合わ せ | | ハン ドス トラ ッ プ 取 稚 穴 に と 

コイ ン な ど で 取 り 付け ます 。 通し ます 。 居 ] テ で 6 
の CMLL し | D ロ 
さ ナ : 使用 し て 下さ い 。 1 


om ぁ ジン テ ナ を 回 す 時 は ゆ つ くぐり と 根元 を 持つ て 回 し まし よう 。 
ご 使用 に な ら な い 時 は だ だ ん で お きま し よう 。 


9<$ an 


3 さき >S 立 瑞 


1. 電 池 カ バー を | 


開け る 


ロッ フ を は ざす と 電池 カバ 
ー ガ が 開 きま す 。 


= 


|2. 重 池 を 入れ る | 


ケー ス 内 の キー の 印 ど あり 


に 新しい 単 3 型 電電 池 を 3 
本 入れ て 下さ い 。 


ー 


* で 
3. カ バー を 閉め る 電池 交換 合図 
電池 の 中 容量 は 常時 ディ スプ レイ 
に 3 段階 で 表示 され て いま す 。 
軒 日 吉池 容量 に 奈 容 
が あり ます 。 
て テ 
m 語 「| 電池 が 減少 し て 
きま し だ 。 
て テ 
Ne 電池 マー ク が 点 若 
ーー ョ ョ ーー だ ら 】 
| ほじ め に ツメ を 合わ せ て カ | ーーー ーーー リ ! 
| バー を 閉め 、 ロ ッ フ を ガ け ンー 明 
ます 。 
きち ん と 閉 ま つ だ こと を 確 
衣 し て 下さ い 。 
レーーーーーーーーー ーー 


久 使用 時 間 の めやす 。 


ー ツ カド バッ テリ ー | マン ガン 監 電池 アル カリ 吉 電 地 | 
20 時 間 | 29 時 間 


上 記 の 時 間 は 、30 秒 送信 一 30 秒 受信 一 4 
分 待受け を 繰り 返し だ 更 合 の めやす で すぐ 。 

特に 冬期 、 気 混 の 低い 時 に は 電池 寿 語 が 
字 端 に 短く ご なり ます の で 、 早 め の 電 池 交 
損 を 記 が け て 下さ い 。 


人 種類 の 違う 電池 や 、 古 いも の と 新しい も の を 
混ぜ て 使用 し な いで 下さ い 。 


信長 時 間 使用 の た め に は 、 ア ルカ リ 乾 需 池 の ご 
使用 を お すす めし ます 。 


@ 市 取 の ニッ カド 電池 は 安全 の だ め 、 ご 使用 に 
な ら な いで 下さ い 。 


参 オブ ショ ン の ニッ カド バッ ツテ リーEBP-25N 
ご ご 使用 の 場合 は 、 使 用 開始 時 に ニッ カド の 
取扱 説明 書 を よく お 読み 下さ い 。 


PTT ス イッ チ | PTT 


送信 する 時 は 、 ご の ズ イ ツ チ を 押し 
な が ら 、 マ イグ に 向 か つ て 話し ます 。 


モニ ター スイ ッ チ |MONI 
相手 の 戸 が 途切れ る 時 に 使い ます 。 
(P27) 


3 Gt 共 (rAM 


ファ ン フ ショ ンス イッ チ [Fj 
この スイ ッ ツチ と 一 緒 に 一 操作 キー を 
押す と 、 フ ァ ン ショ ン 動 作 し ます 。 

(〆P21) 
まだ 、 ご の スイ ツチ を 押し な が ら 乱 
源 を 入れ る と 、 台 設定 ガキ ャ ン セ ル 
され 初期 化 さ れ ま す 。 ( マ P52) 


アン テ ナ 


電源 / 音 量 ツ マミ 


半 イ ソ ツ ケー ター| 
OFF/| 送信 中 、 点 灯 し ます 。 


ディ スプ レイ 
( P20) 


操作 キー 

各 キ ー の 群 細 は 
21 を 参照 し て 下さ 
い > 


ー カ ー 
ベビ ぞ の 


| マ ィ クロ ホン 


g 
電源 / 音 量 ツ マミ 

〇 訪 向 に 回 す と 二 当 が 入り 、 
音 暑 が 大 きぐ な り ま す 。 
() 記 向 に いっ ぱい に 回 す と 
電 珠 が 切れ ます 。 


ハン ドス トラ ッ プ 
取付 位置 (P14) 
| ベル ト フ リッ プ 


取付 ネジ ( 聞 P14) 


1 
| 電 過 ケー ス 十 カバ ー 

別売 の ニッ カド パッ ツテ リー 
EBP-25N(P55 ) を 装 間 


する こと が で きま すず 。 | 


| 外部 電源 端子 


スピ ー カ ー 貢 | 。 


※ は 別売 の スピ ー カ ー 
マイ の 等 ( ざ P54) を 
接続 する 端子 で す 。 


アン テ ナ 
| (立て 方 は ひ P15) 


防水 キャ ッ プ 

こ ご れ を は ざす と 日 常 
生活 史 水 機能 が そこ 
な ね われ ます 。 


ョ 


@ デ ィ ス プレ イ Me 
3 * に キー に 押し た な が ら 
0 人 徐 Ha キ 単独 で 押し た と き | 庄 計 一 と 同時 に 押し た と き | 押し な が ら 悪 源 ON 
GS3o め す 。 ( テ P44| | 
Ch12-29 で ペア 交信 する ーーーーーーーーーー | [EE フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー テ チ | ピー ブ 音 ON/OFF ピー ブ 音 土 切り 換え 
時 、 点 紀 し ます 。( ひ P3B) ーー ウー オフ ON 時 、| | * の ( 放 P34) l ( P46) ( 評 P47) 
| 点 紀 し ます 。  (P51)| | に 
= ベル 機能 
ビ 京 灯 し ます 。 ! 2 人 0 
ズ に NeE092 | LAMo ディ スプレ イラ ンプ ON | キー ロッ ク ラン プ 人 常 灯 
の ら スウ フ ラン フル ト ! | 1 へ チー LOCK (yP50) | (48) (Gr P50) 
側 ます 。 ( ウ P32) 交信 モー ド の 切り 換え | オー ト パ ワ ー オ フ 通話 填 内 表示 機能 ON/OFF 
寺 et ed の | ( テ P33) ( テ P51) 」 ( 評 P42) 
ヽ て 
② 加 CHANNEL GROUP | テ ャ ン ネ ル UP グル ー プ 番号 UP エン ド ピ ーON 
還 1 一 38 を 率 示 
電池 残 量 | シグ ナル メー ター 2 生 こ こら て P30) ($⑧) (で P26) (<r P30) ( テ PZ29) 
馬 さ レコ 室 . 送信 可 革 時 画 を 表示 し ます 。 
N の 人 っ | 委 示し ます "(op22 _、| PHANNEL GROUP | チャ ン ネ ル DOWN | グル ー プ 番号 DOWN | エン ド ピ ーOFF 
NZ の プ 還 概 定 を 表示 し ます 。 . に 
486 | PD 隊 プ 音 土 の 朴 定 了 ' ず ) ( 評 P26) ( ヴ P30) | ( 評 P29) 
PT ィ ィ ホー ルド 析 能 の 設定 を 表示 ! 21) 
⑳ | し ます 。 。 (P40) | 


ーー" 空 2 時 - : ト モテ 1 王 半 gd ンー 本 ニー 
特 ( 還 一 定 の 時 間 以 上 は 連続 で 交信 で きま せん 。 (の) 玩 人 中 は 送信 で きま せん 。 
小 3 「 の ん AO 
と 送信 、 受 信 を 合わ せ て 3 分 以内 で す 。 ソン 
カ 8 
ロ 
守 () 3 分 の 交信 時 間 制 限 に より 、 自 動 8 人 、 の 
ーー し 09 に 交信 が 止ま っ た 後 は 、2 秒 た た な い 
1 信 ( と 次 の 送信 は 出来 ませ ん 。 
時 0 2 秒 以内 に IPTT] スイ ッ チ を 押し て 一 定 の 強 さ の 信号 を 受信 し て いる 時 は 
間 9 ps) も アラ ー ム 人 音 が 貞 り 、 送 信 で きま せん 。 iPTT| スイ ツチ を 押し て も 送信 で き 
ー で に また 各 ア ラー ム 音 が 只 る の は ピー プ ませ ん 。 
く ここ ー トニ ゴ い 
ハイ だ コ EAI 受信 中 に [PT| スイ ツチ を 押す と ア 
ラー ム 音 が 鳴り 、 送 信 で き な い こと を 
知ら せま す 。 


10 秒 前 に 警告 音 が 鳴り 、 同 時 に 残り 時 間 の カウ 
ント ダウ ン 表 示 が 始ま り ます 

交信 時 間 が 人 台 計 3 分 に な る ひ 自 動 的 に 交信 は 停 
止 し ます 。 


ピー ブ 音 が OFF の 語 は アラ ー ム 音 は 
只 り ませ ん 。 


P93 の み ) ch12-29 は ペア チャ ン ネ ル に な っ て いま す 。 


中 継 座 (DJ-P9R: 別 売 品 ) を 通し て 半 複 信 方 式 の 通話 が で きま す 。 


ご 注意 て 本 機 同士 の 直接 通話 は で きま せん 。 


ご づ | 時 本 の 交信 (P26) 
の か 
(ch1~11 ) 
交 1-11 チ ャ ン ネ ル は 、 チ テ チャンネル 
万 も 聞こ ご こえ ます 。 NN ア 
法 で 
トラフ ン シ ー パ バー と 交信 で きま す 。 Chi 
偶 氏 


で び O0Q は は 時 りー ご いや S 寺 


…O79 ど 


、 


ブル ー プ トー ク (gP30) 


| 下 レ チ ヤ ン ネ ル 、 同 じ ブ ルー プ 番 


写 の 人 と だ け 交 信 で きま す 。 


Ich}- jo] 10 ! 


OS 細 


だ だ し 、 プ ルー ブ 内 の 会 話 は 、 同 じ 
チャ ン ネ ル で グル ー プ トー に し 
て いな い 人 に も 聞こ ご えて いま す ざ 。 


1 


…O 時 ご と 人 付き は 呈 計 本 H ロ >S き hb 


スクラン ブル トー フク ( P32) 


同じ チャ ン ネ ル 、 同 じ ブ ルー プ 番 
号 C ど も 、 ス クラ ン ブ ル ト ー ク に レ 
て いな い 人 に は 会 話 の 内 容 は 聞き 
と これ ませ ん 。 


スク フラ ンプ ブル 


Ich1-1o] Ich1-1o] 


4 と 


基 
本 
の 
人 
信 
の 
レ 
の ) 
た 


まず は じ め に 、 基 本 の 交信 を マス ター し まし よう 〆/ 


1. 電源 を 入れ る 


| 2. チ ャ ン ネ ル を 合わ せる 


電源 / 音 量 ツ マミ を 〇 に 回 
レ 、 電 源 を 入れ ます 。 


「 1 9232eRcSCo 

| 音量 の 調節 は [MONI ス 
イッ ツチ を 押し な が ら 、 ツ マ 
ミ を 回 す と 、 調 節 し や すぐ 
な り ま す 。 


⑭ ま だ は キー で 相手 と 同じ チャ ヤン ネル (1 
<11) に 合わ せま す 。 


テ ャ ヤン ネル 番号 が 
変わ り ま ざす 。 


押し 続け る と 運 続 
し て 変化 し ます 。 


※Ch1229 は 、 | た 
ペア チャ ン ネ ル で す 。 
(P38) 


※ 作 Ch の 周波 数 は P53 を ご 覧 下さ い 。 


3. 受信 する と … | 


電源 を 入れ る と 、 受 信 待 ち 受 けが 始ま り ま す 。 
信号 を 受信 する と スピ ー カ ー カ ら 相 手 の 声 が 
聞 こえ て きま す 。 


こさ 信号 の 強 さ は 常に シブ ナル 
ー ン の メー ダ に 表示 され て いま す 。 


弱 中 紀 


相 の 声 が 傍 切 れる 場合 


信 宮 が 弱く て 相手 の 声 が 克 切 れる 場合 は 
MONI[ ス イッ チ を 押し て みて 下さ い 。 
聞き や ざす ざ ぐ な る こと が あり ます 。 


フリ ー テ ャ ン ネ ル サ ー チ 中 に 
動作 し ませ ん 。  ( ヴ P34) 


押し て いる 則 、 シ グ ナ ル メー ター 
が 点灯 し ます 。 


2/ 


( く は で ぐら 面 ③ 基 過 


4. 送信 する | 


信号 を 受信 し て いな いこ と を 確認 し 
て 、 [PTT| ス イッ チ を 押し ます 。 
送信 イン ジ ケ ー タ ー が 赤く 点灯 し た 
ら 、 マ イク 部 か ら 5cm 位 離し て お 話 
し レ 下 さい 。 


PTT| ス イツ チ を 離す と 送信 を 終 
えて 、 受 信 待 ち 受 け 状態 に な り ま す 。 
PTT スイ ツチ を 雌 し だ 時 、" ビ 
ッ ” と いう 音 が 只 り ます 。 (エン ド 


加 三 9 

これ は 送信 が 終わ つ だ こと を 知ら せ 
る 台 図 で す 。 受信 側 は この 音 が 聞こ 
える と 、 次 の 送信 が で きま す 。 


| エン ド ビ ピー の ON/OFF 


エン ド ピ ー の 消し 方 
⑮ キ ー を 押し な が ら 電 
源 を 入れ る と [PTT」 
スイ ツチ を 離し だ 時 の 
ビッ ツ 音 は 出 な ぐ な り ま 
9。 


エン ド ビ ピー の 出し 亡 
(⑱ あ キー を 押し な が ら 電 
源 を 入れ る と 、 ピ ッ 音 
は 出る よう に な り の ます 。 


コー ルト ー ン 呼出 し 
スイ ツチ を 押し た 状態 で ③⑱ 


キー、 ま だ は キー を 押す と “ピロ 
ビ ピロ … と いう 出 音 で 相手 を 呼出 
し ます 。 

スン ラン ブル トー ク 中 は 呼出 音 が 変 
わり ます 。 


「 


計 は で ロー ナー どい 


k く 


同じ ブル ー プ の 人 と だ け 交 信 し た い 時 は グル ー プ トー クツ を 使い ます 。 


| 1. プ ルー プ ト ー ク モー ド に する 


の 。 モー ビビ し じ ま 紀 。 


プルー プ ト ー グ に な る と 
ブル ー プ 番号 が 点灯 し ま 
すず 。 


GaouP キー を 押し て 、 クル ー フ トー | 


| を グ ブルー プ 番 号 を 合わ せる 


[ 世 ) スイ ッ チ を 押し な が ら 、⑧ キ ー ガ 
⑮ エ キー を 押し て 、 相 手 と 同じ ブル ー 
プ 番 号 を 1--38 の 中 か ら 合 わせ ます 。 


ん ひ 


, スイ ツチ を 押し まま ⑱、⑰ キ ー を 振 
し 編 け る と 連続 し て 変化 し ます 。 


| 3. 送信 と 受信 


大 本 の 交信 と 同じ 操作 ( ヴ P26) て 送信 、 受 
し ます 。 


( 則 


x 」 
聞く だ け 
な ら OK に 


同じ チャ ン ネ ル 、 同 じ グ ループ 番号 の も の 同 
土 の み 交信 で きま す 。 六 だ し 、 グ ルー プ ト ー 
に し て いな い 同 じ テ チャン ネル の 人 に は 准 か 
れ ね て いま す 。 


ご 注意 

ブルー プ ・ ス フラ ン ブ ル ト ー グ 中 も 、 相 
の 詩 は 山 こ えな ぐ て も 同じ チャ ン ネ ル 
の 電波 は 受信 し て いま す 。 


! 
| 他 の プル ー プ が その チャ ン 
ネル を 便 つ て いる と 、 シ グ ブ 
| ュー ジー が 果 し ま す 。 


シ プ ナ ル メ ー タ ダー 点 時 中 は 望 ば 賠 
こえ な ぐ て も 送信 で きま せん 。 


太 
ン 
p ウ 
ン 
ブ 
ル 
1 
フク 
の 
レ 
分 
だ 


グル ー プ トー ク に し て いて も 、 グ ルー プ ト ー ク モー ド に し て いな い 人 に は 会 話 は 賠 
か むね て いま す 。 ス クラ ンプ ブル トー ク に する と 、 秘 話 機能 が 働き 、 他 の グル ー プ の 人 


に は 会 話 の 内 容 は 理 角 で きま せん 。 


1. ス フラ ン ブ ル ト ー グ に する 


RS9P キー を 押し て 、 ス フク ランブル 
トー クモ ー ド に し ます 。 


APO 


|2. ブ ルー プ 番 号 を 合わ せる 


[F| ス イッ ツチ を 押し な が ら 、④⑱ キ ー か 
や キー を 押し て 、 相 手 と 同じ プルー 


1 
1 
MO es、UP 
pg へ NL 
oO で へ 
3 So 


[円 スイ ツチ を 押し だ まま 全 、 ゆ キー を 押 


[| し 続け る と 運 続 し て 変化 し ます 。 


語 =9 
3. 送信 と 受信 
基本 の 交信 と 同じ 操作 (P26) で 送信 、 受 信 
し ます 。 


9 ーー っ 9 
や ーーーem  「 9 


SS 


人 an TO 75 1 
9 | 
X es の 5- ら リュー 
1 
Ni Yee マン ン < 
に つう 


同じ チャ ン ネ ル 、 同 じ ブ ルー プ 番 号 で スラ ン 

ルト ー グ に し て いる も の 同士 の み 交 信 で きま 
す 。 ス クラ ン ブ ル 交 信 に し て いな い 人 に は 、 志 
は 軸 こ えま す が 、 内 容 は わり ませ ん 。 


交信 モー ド の 切換 え ガ だ 


GaouP キー 在 押す 度 に 3 つの 交信 
モー ドガ が 切換 り ます 。 


ど セ ch1<11 を 次 々 と 切り 換え な が ら 、 空 いて いる チャ ン ネ ル を 探し て 交信 で きる に 5 
て ヽ | 後 能 で す 。( フ リー チャ ン ネ ル サ ー チ ) 2. グ ルー プ ・ スク ラン プル トー ク | 3. フリ ー チ ヤン ネル サー チ 開 始 
で 
し ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー | 層 キ を 押し て 、 ブ ループ ドー ツ ScAN キー 押 す と 、 フ リー チャ ン 
多 | | 1. 選択 チャ ン ネル の 範囲 を 決め る 「 み 、 ス フラ ン ブ ル ト ー ク に し ま | | で ネル サー チ ガ 始ま り ます 。 

へ す 。 (ば P30) 
や ぶ キ ー ま だ は キー を 押し て 、 奴 万 の チ "| @| 円 スイ ツチ を 押し な が ら ④ キ ー ま だ は 
レビ MHRME 0 党 キ ー で 同じ ブル ー プ 番号 に 合わ せ て 下 
リル レジ きい 。 (P30) 
を ネ 次 々 と チャ ン ネ 
記せ ル ガ 変 わり ます 。 
択 」 交信 モー ド を 合わ せ て 下さ い 。 
に 得 
cb) 

B その まま 
| 点滅 し ます 


で あう 
の っ | e 
四 @ 同 じ グ ルー プ 等 号 に し て 下さ い 。 | 変わ り 続 け ま す 。 
人 ゆ | | _ | 外 
| 
1 


(Nー は で さ ポー い バト)J) 


才 Q⑩0q 半 憶 N に AVdNOIZCH 


4. 相 手 を 呼び 出す 


呼び 出す 側 は JPTT | スイ ツチ を 押 
し て 、 送 信 イ ンジ ケー ヤー が 京 林 し だ 
ら 、 す ぐに 離し ます 。 


空き チャ ヤン ネ ル を 探し て 、 そ の チャ ン ネ ル で 
止ま り 、 5 秒間 送信 状態 と な り 、 相 手 を 路 び 
出し ます 。 

空き チャ ン ネ ル が な い 場 合 は 喜 信 で きま せん 。 


空き チャ ン ネ ル 
で 止ま る 


送信 イン ジ ケ ー タ ー が 消え る の を 
待っ て 、 相 手 か ら 応 答 斉 が 返っ て ぐ 
る と 、!PTT| ス イッ チ を 押し て 送信 に 


5 秒間 、 応 答 が な か っ た り 、 交 信 が 5 
秒間 途切れ る と スキ ャ ン が 再開 し ます 。 


5. 送信 を 始め る | 


6. 呼 び 出 され る と … | 
「 スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と 、 ピ ロビ ロ 音 


が 鳴り 、 受 信 し た チャ ン ネ ル で 止ま り ま す 。 : 
その 後 、 相 字 か ら の 信号 を 受信 し ます の で 
応答 し て 下さ い 。 


受信 し た チャ ン ネ ル | 
て 止ま り ま す 。 
"一 は 点 源 | 


シグ ナル メー ダー 
束 果 


交信 が 5 秒 途 切れ る と 、 ス キャ ン が 再開 し ます 。 | 


7. フ リー チ ヤ ン ネ ル サ ー チ 終了 


| 放っ て ー を 押す と スキ ャ ン は 終 
BEEP 
し ます 。 
※ どの チャ ン ネ ル で 止ま る か は 不定 
で す 。 


[ 


e 出し を 受け だ 時 の ビ ロ ビ ロ 音 は ビ 

ー プ 斉 が ON の 時 の み で す = (P46) 
es フリー チャ ン ネ ル サ ー チ 動作 中 に 時 
源 を 切 つ て も 、 交 に 電 湖 を 入れ だ 時 
は 続い て ブリ ー チ ャ ン ネ ル サ ゼー チ 動 
作 に な り ま すず 。 


基本 の 交信 モー ド 呈 は 動作 し ませ ん 。 


@ ベ アデ テ ャ ン ネ ル (ch 12-29) で は 、 フ 
リー チャ ン ネ ル サ ー チ は 動作 し ませ ん 。 


豆 計 で 内 せ 由 2 


9 Wal 


別売 品 の 中 継 吉 (DJP9R) を 設置 す る 
こと で 、 障 害 物 に ぶる 電波 の 不感 地 帝 


Cpg3 の が < 上 凌ぐ きま 9。 
| 1. チ ャ ン ネ ル を 合わ せる 


⑱ キ ー ガ キー を 押し て 
ch12-29 に 合わ せ て 下さ い 。 | 


2. 交 信 の し か た 。 


加計 灯 


IPTT| ス イッ チ を 押し 続け て 下さ い 。 約 2 秒 後 内 蔵 
スピ ー カ ー か ら 中 継 器 か ら の 返信 音 と 共に ツ ツ 音 
が 聞こ ご こえ ます 。 次 に マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 
後 は 通常 の 交信 と 同じ で す 。 


1 中 継 器 (DJP9R) 


ン em て 


| 


sl 


@w 交 信 の な い 時 間 が 2 秒 以 上 続く と 、 中 継 器 の 動 
作 は 終わ り ま す の で 再度 上 記 の 操作 を し て 下さ い 。 


@ 補 び 出 し を 受け て 応答 する 時 は 、 中 継 器 の 送信 
が 終わ っ て か ら 送 信 し て 下さ い 。 


1 


急 本 概 で は ch12 一 29 は 半 複 信 方 式 
で 許可 され て いま す 。 複 信 方 式 の 
無線 設備 を 過信 の 相手 ( 親 ) と する 
場合 の 相手 ( 子 ) と し て の みお 使い 
いた だ け ま す 。 


欠 名 Ch の 居 波 数 は P53 に 記載 し て お 
り ま す の で よく お 確 か め の 上 、 お 使 
い に な っ て 下さ い 。 


本 約 は ビジ ネス 用 の チャ ン ネ ル で 
交信 し ます 。 ALINCO ト ラン シー バ 
ーP80、P83 と は 周 注 数 が 異な る 
た め 、 通 話 で きま せん 。 


急 PTT ホ ー ル ド 機 能 ( PF40) を 利用 
する 場合 、 確 実に 中 継 動作 を させ 
る た め に 、 中 継 器 の ハン ダグ アッ プ タ 
イマ ヤー を 0.5 秒 又は 1.0 秒 に 設定 し 
て 下さ い 。 


PTT ホ ー ル ド 機 能 PTT ホ ー ル ド 機 能 は 、IPTT] ス イッ チ を 一 


度 押 す と 、IPTT! ス イッ チ を 離し て も 送信 状態 が 持続 する 機能 で す 。 


この 機能 に より 、 送 信 時 に IPTTj[ ス イッ チ を 押し 続け る 操作 を 省略 で きま す 。 


PTT ホ ー ル ト 機 能 を ON/OFF す る 


| PTT| ス イッ チ を 押し な が ら 、 電 源 を [PTT| ス イッ チ を 抑 し 手 いる 間 は 
入れ ます 。 ON/OFF を 表示 し ます 。 
PTT 
PTT ホ ー ル ド 機 能 を ON 時 
PE-0a| の 表示 


PTT ホ ー ル ド 機 能 を OFF 時 
の 表示 


PTT ホ ー ル ド 機 能 ON 時 の 操作 


@ [PTT スイッチ を 一 度 押す と 送信 状 
態 が 持続 し ます の で 、 そ の まま マイ ク 
に 向かっ て 話し て 下さ い 。 


但 オ プシ ョ ンマ イク で は 、 こ の 半 能 は 
ご 使用 に な れ ま せん 。 


人 3 分 の 交信 時 間 制 限 に より 、3 分 送 
信 す る と 上 自動 的 に 2 秒 周 待ち 受け 
状態 に な り 、 そ の 後 送信 を 再開 し ま 
す 。 


@。 も う 一 度 押す と 送信 が 切れ 、 受 信 状 
態 に な り ま す 。 


通話 圏内 表示 機能 クル ー プ H 一 クモ ー ド を 利用 し て 特定 の 
相手 局 と 交信 する 時 に 、 相 手 が 通 話 可能 な 犯 囲 内 に いる か どう か を 、 特 動 的 に 
知ら せる 機能 で す 。 
準 傘 :( ダ ルー プ ト ー ク モー ド か スク ラン プル トー クモ ー ド に 設定 し ます 。 ま た . 相手 史 と 同じ ダル ー プ 菩 号 で ある 
こと を 確認 し ます 。 


通話 園内 表示 機能 を ON/OFF す る 
eS6」 キー を 押し な が ら 、 電 源 を 入 PTT . ス イッチ を 押し て いる 天 は 
ON/OFF を 表示 し ます 。 
過 話 圏内 表示 機能 OFF 時 
ch 05 の 表示 


に Do 過 話 圏内 表示 楼 能 ON 時 の 
ロコ] 表示 (ch の 文字 が 消え ます ) 


朋 話 賠 内 表示 機能 ON 時 の 動作 


倫 相手 局 が 「 條 話 内 」 の 場合 。 
| グル ー プ 番号 が 点灯 し ます 。 


HO5 


欠 相手 局 が 「 包 話 賠 外 」 の 場合 。 
コレ し ー プ 和 号 が 点 減 し ます 。 
| gps グル ー プ 番号 が 点滅 し ます 


人 揚 手 局 が 「 週 話 剛 内 ] か ら 「 遥 話 賠 外 」 
へ 移動 し た 場合 。 


.] グル ー プ 番号 が 点灯 か ら 点 
5S 十 減 こ か わり 、 千 知 言 ( ビ ビビ ピ ツ ) 
が 喉 り ます 。 


ご 注意 

急 刀 話 圏内 表示 機能 は . グ ルー プ ト 
ー ク モー ド 双 は スク ラン ブル トー ク 
モー ド の 時 の み 有 効 と な り ま す 。 


今 次 の 場合 は 、 通 話 賠 内 表示 機能 が 

強制 的 に OFF に な り ま す 。 

* フ リー チャ ン ネ ル サ ー チ 機能 を 
ON に し た 場合 

グルー プ ブ ト ー ク モー ド 又 は スク ラ 
ンプ ブル トーク モー ド を OFF に し た 
場合 

*| MONI | スイ ッ チ を 押し て いる 周 
は 動作 し ませ ん 。 


③) 


ベル 機能 呈 び 山 さ われ た こと を 表示 と ベル 音 で 知ら せる 機能 で す 。 


ベル 機能 を ON/OFF す る 


BELL | キー を 押し ます 。 


全 べ ル 機 能 を ON に し て お ぐ と 、 呼 び 
出さ れる と 表示 ガ 残 り ま す の で 、 ト 
ラン シー バー か ガ ら 離れ て いて も 呼出 
し が あつ だ こと が わか り の ます 。 


| 京 滅 中 の 操作 


人 ビ || を 押し て 送信 する と ふ は 
点灯 に 戻り ます 。 


や 京 灯 中 に 呼び 出さ れる と … 


* 
に どう がら 


デー で す ガ ら 点 珠 


@ ペ ベル 呼出 音 
が 島 2 ま 9。 


D 


@ [BELL| キー 
ます 。 

@ 和 電源 を 切る と 次 に ON し だ 時 は 点灯 

に な り ま す 。 


全 ブ ルー プ 交 信 や スク ラン ブル 交信 と 
人 雪 用 し て 特定 の 析 手 か ら の 待ち 受け 
に 便利 で す 。 


ゅ ベル 呼出 音 が 也 要 な い 時 は 、 ピ ビー 
8 音 を OFF (yP46) に し て お ぐ  : 
( ゆ ベル 欄 能 ON 時 宮 と 、 ベ ル 斉 は 鳴ら ず ふゆ が 点滅 し 


2 ます 。 


(本 ) ビー ブ 音 の ON/OFF 「 ビー ブ 音 量 の 切り 換え 


キー の 操作 音 や 呼び 出し 音 が 耳 ざ わり な 時 は これ を 消す こと が で きま す 。 キー 操作 音 や 吹出 音 を 大 きく する こと が で きま す 。 
WS 」 ーー 
に cf 
上 [EE] ピー ブ 導 OFFC し て も の 和 人 は | | ( 身 農 キーー を 押し な が ら 、 電 源 を 入れ 衣 鶴 キ ー を 押し て いる 商 は 
| 23 「 店 宮上 ON/OFF を 表示 し ます 。 
| W マ PZ8 エン ド ピ ー ン 
@PZ29 コー ルト ー ン 呼出 音 
ピロ ピロ | 
@rP36 スキ ャ ン 動 作 中 の [ 
応答 音 ピピ ッ | 」。』 好 ゴー し | 通常 の 昔 量 の 時 の 表示 
| 本 2 
さす 
cp 刀 ゴ ー け ! 音量 を 大 きく し た 時 の 表示 
| 設定 を か えて も 表示 は みわ り ま せん 。 | 
⑧ (お | 


の 
7 ー[] さ の 7 
@ キ を 


ー ロ ッ フ し て お ぐ と 、 誤 つて 設定 を 変え て し まう こと を 防げ ます 。 | O 点灯 中 は 、 以 下 の 操 作 以 外 は 
無効 に な り ま す 。 
| キー ロッ ク を ON/OFF す る | 

電源 、 音 時 ツマ ミ 
| スイ ッ チ 

MONI| スイ ッ ツチ 

r 〇 2 [ 同 選 9 AM キー 

上 (キー ロッ ンク 解 除 ) 


送信 中 の ⑱、 キ ー 
(コー ルト ー ン 呼出 し 。 送 人 中 以外 は 
無効 


ッ チ * ょ がら LAMP 
|F| スイ ッ チ を 世 し な が ら LAMP 


生 無 効 操作 の 時 に は 、 ピ ビー プ 音 は 鳴り 
ませ ん 。 


また は 、 ぬ : キー と 党 キー の 両方 
を 押し な が ら 、 電 源 を 入れ て も 、 キ ー 
ロッ ク を ON/OFF で きま す 。 


周 ロ ッ グレ し て あお ぐ と 、 誤 つて キー を 押 
し て も チ セ ン ネ ル や モー ドガ が 変わら 
な い の で 、 ポ ケッ トド 等 に 入れ て お 使 
い に な る 場合 、 特 に 便利 で す 。 


⑦ ラン プ AM 0 NN が よく 見 える よう (⑧) APO ブ ー ト ルリ ワー オ ワ ) 健 湾 の 切り 忘れ を 防ぎ 電池 が 長持ち し ます 。 


1 


ラン プ の ラン プ 常 灯 モ ー ド に へ NT の ビビ 語っ | 。 APO 点 灯 中 は 30 分 問 呼出 し を 受け ず 、 キ ー 操 
[ Aa Rs AFO を ON/O ひ FF す る 作 が な けれ ば 自動 的 に 電源 が 切れ ます 。 
Lock キー を 押し ます 。 CSGk キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 | | | [FI スイ ッ チ を 押し な が ら 答 計 


キー を 押し ます 。 


ビー プ 斉 が ON の 時 は 電源 が 切れ る 30 秒 前 に アラ ー ム 
音 が 只 り ます の で 、 続 け て ご 合用 に な る 時 は 何 サ キー 
を 押し て 下さ い 。 


ゅ APO 後 、 電 源 を 入れ る 時 は 電源 ツマ ミ を へ 回 し て 


電源 ON か ら 
電源 を 切 つ て ガ ら 再び 〇 を 回 し て 電 当 を 入れ て 下さ い > 


ラン ブ は 点灯 
し だ まま で す 。 ! 
2 
| | sr eg | 5 秒間 ラン ブ が 
際 Y チー 287 | 記し ます 。 
介 ラ ンプ ON 中 に 再度 Lock Eo/ | 
ーー SN ニュ ーー LAMP Si 
2 2 SN 9 APO で 電源 は 切れ て いて も 若干 の 電流 は 流れ て いま す 。 
e ラ ンプ ON 中 に その 他 の 操作 を す | | て 各 の 各 作 の あ に 前 婦 モ ー ド が NOOEF し | | 吉凶 を 長持ち させ る だ め に も 、 ご 使用 後 は め ず 寺 源 ツマ 
る と 、 さ ら に 5 秒間 点灯 し ます 。 ます 。 | ミ で 電源 を 切 つ て 下さ い 。 
| 


5 リ 


AN 太 機 は 業務 用 チャ ン ネ ル 味 応 弱 で す 。 本 残 と 語 じ 周 返 数 構成 の トラ ン 
祭 各 Ch の 送受 信 周 波数 シー パー と の み 交 信 で きま す 。 局 波数 の 違う トラ ン シ ー バ ー と は 、 チ 
い 


(@) リ セッ ト 動作 が お か し い 場 合 、 キ ー を 押し て も 反応 し な い 場合 は 、 リ セッ ト し て ャ ン ネ ル を 合わ せ て 交信 で きま で ん 。 交信 相手 や ベア 皿 合せ を よこ 


みて 下さ い 。 お 確 お め 下 さい 。 
リセ ッ ト ( 初 期 化 ) す る 。 | ソ ビ ピット を する と 、 各 征 が 補 化 れ ai 
工場 出荷 時 の 設定 に な り の ます 。 (MHZ): 
|F」 スイ ッ チ を 押し な が ら 、 電 源 を | |Ch| 送 因 受信 |Ch| 送 信 | 受 雷 
旨 財 | 12 |44OO25O|421.5Z5O 44O.1375| 421.G875! 
交信 モー トド | 基本 の モー ド | 2 | 9 44O.O3Z5 |421.587Z51 22 |44O.15OO1421. フ OOO 
チャ ン ネ ル ch01 | 3 ! 422OZ6O 上 14 |440O5OO|421.6OOOl 23 1440.1625 |421.Z125 
べ ベル. キー ロッ ク | 4 | 422 oez5 | 15 1440O625|421.6125! 24 |44O.1 フ 5O1421 . フ 25O| 
Ua | 5 | 422.10OO [| 1 |440075O|421.625Oj| 25 1440.1875|421.7375」 
[ ( ! | 6 | 422.1125 上 17 |440.O8Z5|421.6375 || 26 !44O.2OOO|421. フ 5QO 
| 7 | 18 144O.100O[421.65OO|| 2 |44O.2125|421.2625 
| | 8 | 422.1325 上 19 |440.11251421.6625|| 29 |440.225O」421 . フ Z5O 
ー 1 ・ | 9 | 422.15O 上 29 |44O.125O| 421.675O| 29 |440.23 フ 5| 421.2875 
※ 表 示 は され て いま せん が グル ー プ 番号 1 


422.1 62 ら 


は *01" で す 。 1 
| 
52) に | を 北 す と 、 過 常 の 表示 に 実り ます 。 
] 
「 
] 


!| を 則 し て いる に 表示 が 全 点 灯 し ます 。 


: | ペア チャ ン ネ ル は 半 複 信 方 式 で 許可 され て いま す 。 


3) 


uuWNNI 


オプ ショ ン ( 別 売 ) で より 楽し ぐ 便 利 に ご 活用 いた だ だ け ま す 。 


スピ ー カ ー マ イ プ 

EMS-9 学 4.500 
租 機 太 洒 を 下 に 付 け だ り 、 ポ ボケ 
ツ ト に 入れ て 使 刀 する 時 に 便 和 で 
す 。 


ヘッ ド セ ッ ト (〈 耳 の せ 式 ) 
EME-12 学 6,.500 
司 近 が ふき が っ つ だ いる 時 に ハン ド 
フリ ー 通 用 が で きる 眉 利 な アフ セ 
サリ ー で す 。 
〈VOX 歓 能 付 > 


人 


ダイ ビン マイ 
EME-15 \5.500 
ハン ド フ リー 運用 が 可能 な VOX、 
ロ TT 両 旨 能 を 内 才 し た タイ ビン 
マイ ク で す 。 
OX 柏 能 付 ) 


ヘッ ド セ ッ ト ( イ ン ナ ー タ イプ) 
EME-13 学 6.500 


画 が ぜ ふ さき が つて いる 時 に ハン ド 

フリ ー 運 用 が で きる 便利 な アフ マセ 

サリ ー で すぅ 
〈VOX 覆 能 付 〉 


シガーDC/DC コ ン バ ー タ ー 
EDH-9 半 3.800 
旭 の シガー ソケット か カ ら 5.5V を 婦 
り 出 す ア ダ プ ター で す 。 

24V 車 に は 使え ませ ん ん 。 
(12V 重 吉 用 ) 


モー ビル プラ ケッ ト 
EBC-6 学 1.800 
圭 の 中 で 使 申 さる 時 に こ . 本 休 を ド 
ア に 政 り 付け る だ め の ブ ラケット 
で き 。 


ニッ カド バッ テリ ー パ バック 
EBP-25N 半 1.900 
操り 返し 充 寺 し て 夏 用 で きる バッ 
テリ ー バ パッ フ で す 。 


の 


イヤ ホン マイ フ 
EME-16 学 3.400 
PTT 磯 能 の み の タ ダイ ビン マイ ク 
で 宮 。 

プチ 型 イ ヤ ホ ン 

EME-6 1.500 
人 混み や 縮 革 の 中 で も 相 子 の 記 を 
明 泊 に 受 但 で きま す 。 
ソフ ト ケ ー ス 

ESC-27 学 1.600 


急速 バッ テリ ー チ ャ ー ジ ャ ー 
EDC-47A ぎ 9.800 
ニッ カド ビリ パッ テリ ーッ の (EE 
P-25N: 専 用 の バン テリ ー チ テ チャー 


信号 が な むく な る の を 待つ て 送信 する か 、 
チャ ン ネ ル を ガ が えて 下さ い 。 


| 症 状 原 四 処置 | 信号 を 受信 し て いる 。 
| 電池 の 入れ 万 が 四 う 。 | 電池 を 正しく 入 れ 直し て 下さ い 。 (P16) | 


PT「 ス イツ チ を 離し 、 2 秒 だ つて が 


修 
送信 で き な い 。 | 交信 制限 時 間 を 超過 区 
隊 電源 を 入れ て も ご 使用 の 場合 IM 時 ' コイ イス プッチ を 将 し な ら 、 再 展 送 信 し て 下 ざ い 。 
可 も 表示 し な い 。 | 電池 の | に 交換 し て 下さ い 。 ニ ッ カ ド パ バッ テリ | | .+ 由 PT エス イッ ツチ を 押し 直し て 下さ い 。 
YA 498 ーCEBP-25N) を ご 使用 の 場合 は 充電 | | | _ | が ら 電 湖 を 入れ だ 。 ッ チ を 押し 固 し て 下 
出 下さ bi | | 価 5 履 こえ て いな い の | 同じ チャ ン ネ ル を 別 の | フリー チャンネル サー チ で 空い て いる 
さ | 語 時 生 の チャン ネル な 合わ せ て 下さ い ( 0 プル ー プ が 使っ つて いる 。 | チャ ン ネ ル を 探し て 下さ い 。 ( ウ P34) 
の チャ ン ネ ル が わか ら な い 時 は 、 フ リー | | | こと た リント | キー ロッ 状態 。 キー ロッ フン を 解除 し て 下さ い 。 (c 
れ | 違う 。 チャ ン ネ ル サ ー チ で QHH さ れる の を 待 | 設定 が 変わ 8 し - (P48) 
[ つて 下さ い 。 (P34) | | チャ ン ネ ルス キャ ン グル ー プ 、 ス クラ ンプ ブル [グル ー プ 又は スク ラン ブル トー クモ 
る スピ ビ ピー カー か が ら プルー プ 番 号 が 違 つ 。 グルー プ 番 号 を 合わ せ て 下さ い 。 (P30) : が スタ ー ト し な (1。 モー ド に みっ つっ てい よし いい 。 ド に し レ て 下さ い 。 ( マ P33) 
前 | eS し 928 概 司 ed $ 上 記 の 負 置 を し て も な お 異常 が 続 ぐ 場 合 は 、P43 を 参考 に リセ ッ ト ( 初 期 化 > し て み 
! つ 〇 
4 i 融 大 な て 下さ い 。 
に ECO has 交信 距離 を 目安 に 交信 し て 下さ い 。 | 
8 | いる 。 (P13) || @ 電 池 が 激しく 消耗 し て いる と 、 ま れ に 誤動作 する こと が あり ます 。 
| 音 午 ツ マミ を を に 回 し すず | 音量 ツマ を 適当 な 位置 に 合わ せ て 下 | 動作 が お か し い 時 、 デ ィ ス プレ イ の 電池 マー が 吉 滅 し て い だ ら 、 電 池 を 交換 し て 
き て いる 。 きい 。 | みて 下さ い 。 正常 な 状態 に 戻る こと が あり ます 。 


エス イッ チ を 押し て | エエ スイ ッ チ を 藤 し て 下さ い 。 


